
研究デザイン: 横断研究

研究対象者: 女子中学生・高校生アスリート258名.

呼吸パターン評価
• 評価テスト: 
① Hi-Lo test4(図1)
② Modified lateral rib expansion test(図2)

• 測定位: 仰臥位
• 試技数: 安静時呼吸5回
• 評価 (表1): 
① 効果的呼吸パターン (Functional Breathing, 以下FB)
② 非効果的呼吸パターン(Dysfunctional Breathing, 以下DB)

演題番号：1I-03
ジュニア期における女性アスリートの呼吸パターンと

感情・恐怖感の心理的状態の関係

方法

結果

目的
ジュニア世代の女性アスリートにおける呼吸パターンと感情・
恐怖感等の心理的状態との関連性について検証すること.
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統計処理
• 群間差の検討: Mann‒Whitney U検定．
• 使用統計ソフト: SPSS 27.0 (SPSS, Inc. Chicago, IL.)
• 有意水準5％
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図 1: Hi-Lo テスト
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図2: Modified lateral rib expansion test

効果的呼吸
パターン 非効果的呼吸パターン

腹部の膨らみ あり なし あり

側方への下部肋
骨の動き あり なし なし

肋骨の上位方向
への動き・
肩の挙上動作

なし あり なし

表 1: 呼吸パターン評価指標

表2: 呼吸パターン別 研究対象者基本情報

• ジュニア期の女性アスリートにおいて，DBが全体の84.5%を占め
ていたが，FBを有する女性アスリートはDB群よりも主観的な疲
労・無気力感が高いことが示され，呼吸パターンと特定の感情と
の関連性が示唆された. 

• 運動への恐怖感においての群間差は認められず，呼吸パターンと
の関連性は認められなかった.

• その他の項目において両群間で有意差は認められなかった(図3,4).
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心理状態の評価方法
① 青少年用短縮版気分プロフィール検査日本語版Profile of Mood  
States 2 (POMS2)..5

• ネガティブ感情：
• 怒りー敵意 (AH)
• 緊張ー不安 (TA),                          
• 抑うつー落ち込み (DD)
• 疲労ー無気力 (FI)
• 混乱ー当惑 (CB)

• ポジティブ感情 ：活気ー活力 (VA), 友好(F)
• TMD得点 : 総合的にネガティブな気分状態

② Tampa Scale for Kinesiophobia (TSK-J)  
• 運動恐怖感の評価
• 高得点ほど, 運動への恐怖感や不安感が高い.6

図3: POMS2 T得点群間比較

図4: TSK-J
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背景
・呼吸は，不安感やストレス耐性など精神・心理面と緊密に関連し
ている.1,2
・若年層女性アスリートにおいて横隔膜機能低下や呼吸の乱れが確
認されているが3, 呼吸機能低下が心理面に与える影響を検証した
研究は見受けられない．

・呼吸パターンでは, FB群40名, DB群218名であった(表2).

• POMS2の7因子のうち疲労・無気力を表す１項目においてのみ
FB群(46.55±9.40)がDB群(42.55±7.72)より有意に高値を
示した (p=0.012) (図3).

結論
• 中学・高校女性アスリートにおいて，運動への恐怖感においては
呼吸パターンとの関連性は認められないが、疲労や無気力感にお
いては呼吸パターンとの関連性が示唆された.

• 今後は, さらに多方面から選手の心身の状態を検討し，ジュニア期
アスリートへの呼吸介入による包括的心理状態・運動恐怖心への
効果を明らかにし, また若年層への早期呼吸介入によるメンタルヘ
ルスの短期的・長期的影響を検討する重要性がある.

n 身長
(cm)

体重
(kg) BMI 年齢

(歳)

FB 40 157.85
±6.23

50.62
±7.97

20.23
±2.38

15.6
±1.6

DB 218 155.79
±5.62

48.26
±7.69

19.82
±2.53

14.8
±1.6

利益相反(COI): 発表に関連し，開示すべきCOI関係にある企業等はありません

倫理的配慮
立命館大学人を対象とする医学系倫理審査委員会の承認を得て，研究対象者・保護者に事前に十分な説明を行い，書面にて同意を得た上で本研究を実施した．


